
令和３年度第３回学校運営協議会 回答まとめ 
 

１ 令和３年度学校評価結果について 

【人権・特別支援教育に関すること】 

項目①学校が楽しい 

  ・高評価が多いというのはよい。 

  ・高評価は学校にとって何よりのことと思う。努力の賜物と感謝する。少数のマイナス評価への

きめ細やかな配慮や対応をお願いしたい。 

   

項目②気持のよいあいさつや返事をしている 

  ・通学路に立った時、あいさつをしてくれる子としてくれない子がある。してくれない子には声

をかけるようにしている。 

  ・学校周辺で「安心安全ビブス（朱色）」を着用した大人にはあいさつできても、それ以外の人と

あいさつするのは難しいと思う。シトラスリボンのような安価で「君たちの味方だよ」を示す

ものを作れないだろうか。自治会や高齢者団体は協力を惜しまない。 

  ・公民館に来たときは、あいさつもできるし楽しく活動している。 

   

  項目④困ったことがあるとき、学校に相談できる人がいる 

 ・学校に相談できる人がいないと感じている子が２割ほどいるのは残念である。「安心」という

基盤があってこそ健やかに活動できると思う。学校＋家庭＋α（地域力も大切）で相談できる

人が増えるような取組ができるとよい。 

 

その他 

・結果から、児童・保護者との信頼関係が構築されていると思った。示された方向性に基づいて

日々努力いただきたい。 

・外国籍の子どもはどうしているか。遊びを通して多くの友達をつくってほしい。 

 

 

【２】学力向上に関すること 

項目⑤正しく書いたり読んだり計算したりできるようになった（基礎的な学力の定着） 

 ・学力向上に向け、普段の授業で基礎・基本をしっかり押さえている成果であると実感した。学

年の進行と自己評価の推移を見守りたい。 

・真面目に授業を受けているようだが、集中力が欠けている子も見られた。集中力を付けると自

ずと学力も上がってくると思う。 

  ・タブレット等の使用に関して、今一つ方針が定まっていないような感じを受ける。 

 

 項目⑥進んで家庭学習に取り組んでいる 

  ・家庭での学習や読書（項目⑨）について、保護者の肯定的回答が低くて驚いた。コロナ禍にお

いて、家庭での過ごし方は難しい課題だったのでは。 

  ・「ほっき寺子屋」に集まる子ども（４・５年）は、まず熱心に宿題に向かう。家庭学習の習慣が

できていると思っていたが意外な結果であった。 

 

 項目⑦人が話しているとき、最後までしっかり聞いている 

  ・他人の話を聞くことは、人権教育にもつながる大切な目標。聞く姿勢についても目配りし指導

を。  



  ・児童の肯定が多いのは気がかりである。結論を急ぎすぎる大人への警鐘かとも思う（自戒を込

めて） 

 

項目⑧自分の思いや考えを伝えている 

  ・集団生活の中で、人間関係づくりを学びながら成長していくと思うが、「自分の思いや考えを

伝えている」という項目に課題があるとされる部分が気になる。“思いや考えを伝える”こと

は、“聞いてくれる人が最後までしっかり自分を受けとめてくれている”と感じることと関連

していることも忘れてはならないと思う。 

  ・改善は、家庭にあると思う。保護者への意識づけが必要。 

  ・確かに、自分を表現することは今一歩かなと思う。 

 

項目⑨進んで読書をしている 

 ・図書館活用教育の推進は、「進んで読書をしている」の項目だけで評価できるものではない。学

校では、教育活動全体の中で図書館を積極的に活用し、タブレット活用も含めて情報活用能力

活用向上のための取組を進めていることと思う。学校だよりには、図書館の貸し出し数が昨年

より増えたことが書かれていた。こういった内容が正しく評価されるよう、項目や質問内容を

見直すと実際の姿により近い評価が出てくるものと考える。 

 ・学校での始業前の全校一斉「朝読書」を提案する。学力向上にもつながると思う。 

  

【３】ふるさと教育に関すること 

 項目⑩ふるさと法吉（松江・島根）のことが好き 

  ・コロナ禍にあって地域行事もなくなり、地域と子ども達のつながりも少なくなっておりとても

残念に思っているが、子ども達がふるさと法吉を好きでいてくれることはとても嬉しい。 

  ・ふるさとに愛着をもっている子どもが多いのは、地域の強みでとても嬉しい。 

  ・コロナ禍で子どもを交えた地域行事（「ソーメン流し」「夏祭り」「高齢者への年越しそばお届

け」「トンド焼」など）が休止なのは残念。コロナ解禁後は、いち早く再開する。自治会と子ど

も会の繋がりは今後とも継続したい。現在、比津では子ども会のOB やOGが地域行事の担い

手となっている。 

 

【４】健康教育・安全教育に関すること 

 項目⑪早寝・早起き・朝ご飯などを心がけ、規則正しい生活をしている（基本的な生活習慣の確立） 

  ・学校経営の最重点事項に挙げてある。学校の教育活動をより充実したものにするための基盤と

なるものであることは誰もが認めるところ。しかし、このことは基本的に家庭が担うべきこと。

学校での様子を知らせながら、家庭への啓発を進めることまでが学校の役割と考える。そんな

中で「早寝・早起き・朝ご飯」への肯定的評価が高かったのはすばらしい。「規則正しい生活」

より具体的で明確であったことが高評価につながったと思う。 

 

 項目⑫ルールを決めてメディア（テレビ、ゲーム機、スマホなど）を使っている 

  ・身近な問題である。解決には、親同士や学校が情報交換で連携し、早めに目を摘むことが大切

だと思う。 

  ・メディア教育は、生徒指導にもつながり重要。 

 

 その他 

・災害に関する安全教育が足りないと感じる。外部講師（市防災安全課等）を招くなどで親子の

教育を育みたいところである。 



２ 運営協議会の実施の仕方について 

  ・始まったばかりでまだわからない。学校の方針を基本にお手伝いをしていく方向がよいのか。 

  ・委員の構成は、宛職でのスタート。将来的には“地域連携プラットホーム”として幅広い人材

を求められてはどうか。 

・学校運営全般について意見を述べることによって運営の充実に努めるという大きな役割を担っ

ている。そのために、委員はもっと学校の様々な教育活動を見て知る必要がある。コロナの感

染状況が収まって、子ども達が伸び伸びと活動する様子をたくさん見せていただくことができ

るよう願っている。 

   

  ・授業参観は、学習の姿や最近の教育機器について知る上で大変有意義であった。 

  ・授業参観をさせていいただき、授業の形態が変化していること等、今の時代に即応した学習の

取組が始まっていることを知ることができてよかった。しかし、コロナ禍にあって行事等が制

限されており、地域の住民としては、その活動の様子を知る機会がないことは残念であった。

（情報共有の難しさ） 

  ・授業参観により、現在の子どもの姿や学習方法について知ることができ、また、その後の会議

でもそれぞれの立場からの話が伺えてよかった。 

   

・学校生活の気になることについて、率直に話していただき課題を共有できた。委員としての所

属感をもつこともできた。 

  ・目的を考えると、授業参観だけでは学校の抱える問題点は分からない。３０年以上前の経験値

だけでは現状把握は無理である。学校内の問題点を委員会で示す（許される範囲）のは難しい

だろうか。 

  ・会議前日までに会議資料（当日配布資料含む）を頂くと質問しやすくなる。 

  ・他校での参考事例（話題となったこと含む）はあるか。 

 

  ・協議の内容を地域にどれだけ反映したか反省する。学校評価を寺子屋に反映する。 

  ・学校運営協議会は、地域と学校がより連携・協働して学校運営を進めていくために設置された

もの。法吉小学校は、これまでも地域との連携を大切にして取り組んできた。協議会の中で、

学校の様子を伝えていただくことはもちろん必要であるが、地域に対して、こんなことができ

ないだろうかとか、このことに協力してほしいといった「投げかけ」をしてもよいのではない

か。 

 

３ その他 

 ・校舎が古くて支障が出てきていると思う。（プール等） 

   

 ・児童と保護者で数値に大きな隔たりがある項目（家庭学習、読書）やどちらも数値が低くなっ

ている項目（食事、体力づくり）の改善も必要であると考えるが、その背景にどのような問題

が潜んでいるかを知ることが大切。 

  

・ホームページが日々更新され、かつ内容も写真もふんだんに使用されてわかりやすく素晴らし

い。保護者も喜んでいると思うし、開かれた学校という印象を受ける。 

 ・ホームページ「最新情報一覧」で学校の様々な取組をリアルタイムで伝えていただき感謝して

いる。学校の動きや子どもの生き生きとした活動風景は、地域に元気や希望を与える。 

   

  ・島根県では、小学校、中学校、高等学校の１学級に２名程度のヤングケアラー（HP より）が



存在すると言われているが、「貧困」や「義務を果たさない親」からの原因は容易に想像でき

る。法吉小学校の実態、対応（誰がどのような）、松江市教育委員会が実施していること、学校

でできること・地域でできること（期待すること）についてはどうか。 

     

・コロナ禍で活動にも制限が加わると思うが、地域でできることは活用してほしい。 

  ・コロナ禍、校長先生をはじめ諸先生方の心配と苦労は計り知れない。様々な工夫をしながらの

学校運営であると思う。学校の安全とウイルスの収束を切に願う。 

  ・日頃より地域の子ども達に「居場所・遊び場・学びの場」や機会を作っていただき感謝してい

る。 

  ・この１年間、熱心に取り組んでいただいた教職員の皆様に感謝する。 


